
ユニバーサルデザインの実践的展開
－学校研究の進め方にも触れながら－

障害のある人にも、ない人にもやさしくできる力を身に付ける
チカラ

お問い合わせ先　特別支援教育研究センター　電話 043（239）2624     Eメール：tokushiken@uekusa.ac.jp

発達障害に関する教職員育成プログラム開発事業
(平成26～28年度)

小川　孝治 先生 (いすみ市立大原小学校)

（12：45～14：10）

（14：50～16：00）

（14：20～14：50）

文部科学省選定！

通常学級
ユニバーサルデザイン

通常学級
ユニバーサルデザイン
その実践的展開  Ⅱその実践的展開  Ⅱ
学校研究として展開するユニバーサルデザイン
　　－取り組みの実際とその成果－

宇野　友美 先生 (茂原市立五郷小学校)

算数科の授業ユニバーサルデザイン
　　－小学２年生・「かけ算」の指導に焦点をあてて－

「提案に学び・深める！」

川上  康則 先生 (東京都立青山特別支援学校)

日  時日  時 平成27年 4月11日（土） 12時45分～16時00分

会  場会  場 植草学園大学　Ｍ棟　さくらホール

参加費参加費 無   料

（12：45～14：10）

提案Ⅰ

（14：20～14：50）

提案Ⅱ

（14：50～16：00）

講　演

ミニシンポジウム
３人の先生方による



FAX 043―239―2700

＜特別講演会・参加申込書＞

お名前

ご住所
〒

＊お申し込みの時点で、定員を超えていた場合は上記のお電話番号に連絡します。お早めにお申し込み下さい。
＊ご提供いただいた個人情報は、公開講座のための連絡等に使用するほか、来年度以降の公開講座案内送付以外の目的に使用
　することはありません。

＊ご希望の講座の (　) の中に○をつけてお申し込み下さい。

電話番号
（ＦＡＸ）

フリガナ

〒264-0007
TEL. 043－233－9031（代表）　FAX. 043－233－9088

千葉県千葉市若葉区小倉町1639番3

＜文部科学省・公募要領＞より－特別支援教育の更なる推進のためには、すべての教員が特別支援教育につ
いての基礎的な知識及び技能を有する必要がある。現在は、教員養成段階において、特別支援教育に関する
内容を含む科目を単位修得することになっているが、特別支援教育に特化した科目は必修となっていない。
このような中、「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報
告）」（平成２４年７月中央教育審議会初等中等教育分科会）において、「発達障害に関しては、すべての教員
が養成段階で学ぶ仕組みづくりが必要である。」との指摘がなされている。
　一方、現職教員についても、「インクルーシブ教育システム構築のため、すべての教員は、特別支援教育に
関する一定の知識・技能を有していることが求められる。特に発達障害に関する一定の知識・技能は、発達障
害の可能性のある児童生徒の多くが通常の学級に在籍していることから必須である。これについては、教員
養成段階で身に付けることが適当であるが、現職教員については、研修の受講等により基礎的な知識・技能
の向上を図る必要がある。」との指摘がなされている。
　また、文部科学省において、平成２４年に実施した「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な
教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」においては、学習面又は行動面において著しい困難を示す
児童生徒の割合は６．５％程度であるという結果となっており、各小中学校において、通常の学級の中でこ
れらの児童生徒も含めて、学習面又は行動面で困難を有するとされる児童生徒に対する支援を進めていくこ
とが、喫緊の課題となっている。
　これらを踏まえ、本事業では、学校現場において、発達障害に関する専門的・実践的な知識を有する教職
員を育成するため、大学・大学院研究科において、教員養成段階や、中核的な現職教職員に対する、育成プ
ログラムの開発を行う。

『発達障害に関する教職員育成プログラム開発事業』とは『発達障害に関する教職員育成プログラム開発事業』とは

バ　　　ス 千葉駅より30分（11番バス停　ちばシティバス）　　都賀駅より15分（４番バス停　ちばシティバス）
  時刻表は本学ホームページでご確認下さい。  （http://www.uekusa.ac.jp/school_life/bus_timetable）
モノレール 千城台北駅より徒歩10分（千葉モノレール）　　＊駐車場には限りがあります

ア   ク   セ   ス


